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 ６月４日（火）、今年度１回目の定期テストを行いま

した。名立中では、５教科のテストを新潟県公立高校

入試と同じく１日で実施します。 

定期テストそのものが初めてだった１年生はもちろ

ん、２年生も３年生も１日５教科の定期テストに奮闘

しました。 

 １週間前からをテスト前の部活動停止期間とし、放

課後には絆班での教え合いや教科別質問教室の時間を

設定しました。教え合いの時間では、学習内容だけで

なく、上級生が１年生に、テスト勉強の進め方やポイン

トを話す場面もありました。質問教室では、時間いっぱ

い、最後まで分からないところを質問し、理解を深めよ

うとする姿が見られました。この前向きな学習態度が継

続するよう、職員も日々の指導に力を入れていきたいと

考えています。 

 「テスト」と聞

くと、受験して、

後日答案が返却されて結果が分かればそこがゴール、と捉

える生徒もいるようです。しかし、テストの意味はそこで

終わりではないのです。示された学習すべき内容に対し、

計画を立て、立てた計画に沿って努力していくことはとて

も大切ですが、その結果を今後に活かしていくことも大切

なことです。 

定期テストや単元テスト、音読テストなどのパフォーマ

ンステストは、その結果からどう学習を進めていくべきか

を教えてくれます。そのため教科を問わず、どの職員もテ

スト直しを重視します。ご家庭でもぜひ、点数だけではな

く「答案そのもの」を確認していただきたいと思います。 
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６月６日（木）と７日（金）の２日間、１年生が２班に分

かれて、宝田小学校前では児童玄関前、名立中学校では学校

前坂下で、あいさつ運動を行いました。  

小学校前では、小学生と一緒にバスを迎えながら元気にあ

いさつを交わしました。ついこの前まで小学生だった１年生

は、小学校の先生方や後輩たちと再会し、楽しそうに話す姿

も見られました。今年はあいさつをするときに手と手を合わ

せる「ハイタッチ」を織り交ぜました。小学生も中学生も自

然と笑顔になり、いつもより活気が増したあいさつ運動にな

りました。中学校前の坂下でも、登校してくる中学生や、赤

野俣の小学生に向けて元気にあいさつをしました。 

 あいさつは人間関係づくりの第一歩です。これからの長い

人生、たくさんの人と接していく中で、さわやかなあいさつ

ができれば、そこから温かな人間関係が始まります。あいさ

つ運動は秋に２回目を予定しています。小学校と中学校の絆

がさらに深まるように、さわやかな、心のこもったあいさつ

をしていきます。 

 

 

 

 

 ６月７日（金）の５，６限に、全校でプール清掃を行いまし

た。快晴の中、縦割り班の絆班になって更衣室やトイレの清

掃、洗眼場の清掃、プール清掃等役割を分担し、これから保健

体育の水泳授業でお世話になるプールをきれいにしました。

教育実習生も手伝いに駆けつけ、生徒も職員もみんなで汗を

流しました。各班、３年生がリーダーシップを発揮し、黙々と

作業に取り組む姿に感心しました。更衣室やトイレの整備を

担当した生徒は「最初は嫌だなと思ったけれど、自分や友だちが使うときのことを考えて、がんば

りました。排水溝の詰まりが直ったときは感動しました。」またプール清掃を担当した生徒は「最

初は汚かったけれど、少しずつきれいになっていくプールを見るとうれしくなり、もっときれいに

しようという気持ちが強くなり

ました。」と感想を述べていまし

た。一人一人のがんばりで美しく

生まれ変わったプール、水泳授業

が待ち遠しいですね。 

 

 

 



 

 

 ６月１０日（月）、地区各種大会に向けた激励会がありました。こ

の日のために生活委員会は練習を重ね、その練習の成果もあってス

ムーズに進行することができました。軟式野球部、バレーボール部、

特設陸上部、どの部活動も堂々と行進し、堂々とした決意発表を披

露しました。 

 ６月１１日(火)、１２日（水）には特設陸上部が先陣を切りまし

た。今年度は１年生２名のみが特設陸上部に所属しています。「特設」

ということで野球部やバレーボール部のような練習時間がとれない

中、昼休みや放課後の限られた時間を使って準備をしてきました。

６月１７日(月)には軟式野球部、バレーボール部の試合もありまし

た。激励会で見せた熱い決意を胸に、悔いの残らぬよう全力で競技

に参加しました。 

 激戦の結果は次号第４号でお伝えします。 

 

 

 

 

 

５月２３日(木)、新潟県で1台しかない起震車が名立中

学校にやってきました。名立分遣所の皆様の御指導のも

と、大地震のリアルな揺れを疑似体験しました。 

過去実際に起こった震度7の凄まじい縦揺れと横揺れを

体験して，「実際に揺れが起こったとき、何を考え、どう動

くことができるのか」を考えました。先月発行の学校だよ

りで、地震を想定した避難訓練をしたことをお伝えしまし

た。生徒はその訓練の後、大きな揺れがあったらどう判断

しどう動くかを振り返りました。今回の起震車体験は、「大きな揺れの中で、冷静に正しい判断

ができるか」を試す絶好の機会となりました。 

生徒は感想で、「本物ではないと分かっていても、起震車の揺れはすごく怖かった。地震はい

つ起きてもおかしくない。家に帰ったら、起震車での体験のことを話し、倒れそうな家具がない

か点検する。」と述べていました。６月３日（月）朝、上越市で最大震度４を観測する大きな地

震がありました。起震車を体験していたから落ち着いてテーブルの下に潜ることができたと言う

生徒もいました。地震はいつどこで起きるか分かりません。自分と周りの人たちの命を守るため

にどうすればよいのかを改めて考える機会になりました。 

 



 

 

 ６月１３日(木)、「あすチャレ！ジュニアアカデミー」のプログラムを全校生徒対象に実施し

ました。ねらいは以下の３つです。 

・人との違いが際立つパラアスリート講師から経験を聞くことで、他者を受け入れることを

学ぶ。 

・講師に、聞けなかった、聞いちゃいけないと思っていた疑問を聞くことで、一人一人が気

づき、考え、行動できるようになる。 

・障害のある人もない人も、思いやり、支え合い、違いを受け入れて、より良い社会を作る

ための第一歩を踏み出す。        （出典：あすチャレ！オフィシャルサイト） 

「あすチャレ！ジュニアアカデミー」は、「パラアスリ

ートを中心とした講師たちが伝えるリアルからこれからの

よりよい社会を創り出していくヒントや気づき、そして、

明日へのチャレンジへとつなげるきっかけを提供するプロ

グラム」です。（出典：あすチャレ！オフィシャルサイト） 

 視覚障がいローイング／クロスカントリー選手である有

安諒平（ありやす りょうへい）さんから講師として来校

していただきました。有安さんは、「誰かがいるから○○

ができない」と考えるのではなく、「誰もが全力で楽しめ

るために何ができるか」を考えることがより良い社会を作るための第一歩であることを教えてい

ただきました。「有安さんから、マイナスをプラスに変えるためにチャレンジが大切だと学びま

した。」、「誰かと自分を比べるのは、良くないと改めて思いました。誰にでも自分にしかできな

いことがあるし、それを伸ばすことが大切だと感じました。」といった前向きな生徒の感想が多

く見られました。 

【７月の主な予定】 

日 主な予定 日 主な予定 

１(月) 2,3年高校説明会PM 1年校外学習PM １６(火) 生徒朝会 

２(火) 平常授業 １７(水) 平常授業 

３(水) 平常授業 １８(木) 球技大会 フッ化物洗口 

４(木) 地域貢献活動PM １９(金) 平常授業 

５(金) 漢字検定 ２０(土) ＰＴＡグラウンド整備活動 

６(土)  ２１(日) ＰＴＡグラウンド整備活動予備日 

７(日)  ２２(月) 平常授業 

８(月) 2年薬物乱用防止教室 6限 ２３(火) ＳＣ※ 

９(火) 期末ＰＴＡ① ソーラン練習 ＳＣ※ ２４(水) 終業式 体育祭練習 5限 

１０(水) 期末ＰＴＡ② ソーラン練習 ２５(木) 夏季休業～８/２６ 

１１(木) 期末ＰＴＡ③ フッ化物洗口 ２６(金)  

１２(金) 平常授業 ２７(土)  

１３(土)  ２８(日)  

１４(日)  ２９(月) 2年職場体験学習① 

１５(月) 海の日 ３０(火) 2年職場体験学習② 

 ※ＳＣ･･･スクールカウンセラー勤務 ３１(水) 2年職場体験学習③ 

 


